
 

長崎市は、三方を海に囲まれ、市街地を囲むように連なる山々が複雑な海岸線を織りな

している自然の豊かなまちです。 

五島灘に面した海域には対馬海流に乗って四季折々の様々な魚が回遊するほか、複雑な

海岸線が自然の防波堤となり天然の良港が形成されているなど、恵まれた水産資源を背景

に発展を続けてきました。 

戦国時代に、ポルトガル船の寄港地として長崎港が開港されると、江戸時代には、西洋

に開かれた唯一の貿易港になるなど、異国の文化や知識の窓口として栄えました。 

昭和時代には、世界的に優良な漁場である東シナ海に近接していることから以西漁業の

拠点の一つとなり、戦後の食糧難への食糧供給に大きな役割を果たしました。 

また、水産業の発展とともに漁業技術の発達及び漁船の大型化が進んだことから、長崎

漁港の取扱能力を向上させるため、三重地区に主な漁港機能が移転され、平成元年に新長

崎漁港として開港されると、全国有数の水揚を誇る水産都市として発展いたしました。 

しかしながら、本市水産業を取り巻く環境は、水産資源の減少や藻場の減少による磯焼

け、水産業就業者の減少及び高齢化など、依然として厳しい状況が続いているほか、近年

は環境変動による自然災害の激甚化や新型コロナウイルス感染症の感染拡大、ICT や AI

等の情報技術の発達など、様々な状況の変化が起きています。 

その一方で、長崎のまちは１００年に一度と言われる変化の時を迎えています。 

新たな交流の拠点となる出島メッセ長崎の誕生、また西九州新幹線の開業を控え、長崎

駅周辺の整備が進んでいるなど、国内外から様々な目的を持った多くの人々が訪れること

が期待されています。 

『第４次長崎市水産振興計画』は、従来の課題の解決を図るとともに、これらの時代や

環境の変化に柔軟に対応し、本市の基幹産業として水産業が発展し続けるよう、『長崎市

第五次総合計画』に基づく水産分野の実践的な計画として策定いたしました。 

今後は、市民の皆様をはじめ、関係各位と一体となり、本計画の基本施策である「水産

業を環境変化に強く活気のある産業にします」を目指し、施策の展開を図りたいと考えて

おります。 

最後に、本計画の策定にあたり、貴重なご意見とご提案をいただいた長崎市水産振興計

画審議会の委員の皆様をはじめ、関係団体の皆様に心から感謝いたしますとともに、今後

ともご指導、ご協力いただきますようお願いいたします。 

 

 

  令和４年３月                   

長崎市長 田上 富久             

 

 
 
 
 

第４次長崎市水産振興計画の策定にあたって 

市長写真 
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